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【誤訳訂正書】
【提出日】令和1年10月10日(2019.10.10)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
　式中、
Ａ及びＢ＝互いに独立して、ＣＲＲ’、ＣＲ、ＮＲ、Ｎからなる群から選択され、その際
、ＡとＢとの間には、単結合又は二重結合が存在しており、そして、ＢとＺとの間には単
結合又は二重結合が存在している；
Ｚ＝直接結合又は二価の有機架橋であり、これは、置換された又は置換されていないＣ１
－Ｃ９－アルキレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルケニレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルキニレン基又は
アリーレン基又はこれの組み合わせ、－ＣＲＲ’、－Ｃ＝ＣＲＲ’、－Ｃ＝ＮＲ、－ＮＲ
－、－Ｏ－、－ＳｉＲＲ’－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、Ｏで中断された
、置換された又は置換されていないＣ１－Ｃ９－アルキレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルケニレ
ン基、Ｃ２－Ｃ８－アルキニレン基又はアリーレン基、フェニル単位又は置換されたフェ
ニル単位であり、その際、波線は、それを介してＤがＡｒに結合する位置を示し；
その際、
Ｒ＊、Ｒ及びＲ’は、それぞれ、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水
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素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、Ｎ（Ｒ２）２、ＣＮ、ＣＦ３、ＮＯ２、ＯＨ、ＣＯＯＨ、ＣＯ
ＯＲ２、ＣＯ（ＮＲ２）２、Ｓｉ（Ｒ２）３、Ｂ（ＯＲ２）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ２、Ｐ（＝
Ｏ）（Ｒ２）２、Ｓ（＝Ｏ）Ｒ２、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ２、ＯＳＯ２Ｒ２、１～４０Ｃ原子を
有する線状のアルキル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基、又は、２～４０Ｃ原子を
有する線状のアルケニル基又はアルキニル基、又は、３～４０Ｃ原子を有する分岐状又は
環状のアルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基で
あり、それぞれ一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができ、その際、一つ又は
二つ以上の隣接していないＣＨ２－基は、Ｒ２Ｃ＝ＣＲ２、Ｃ≡Ｃ、Ｓｉ（Ｒ２）２、Ｇ
ｅ（Ｒ２）２、Ｓｎ（Ｒ２）２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、Ｃ＝Ｓｅ、Ｃ＝ＮＲ２、Ｐ（＝Ｏ）（
Ｒ２）、ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲ２、Ｏ、Ｓ又はＣＯＮＲ２で置き換えることができ、かつ、
その際、一つ又は二つ以上のＨ原子は、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＣＦ３又は
ＮＯ２で置き換えることができるか、又は一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されること
ができる、５～６０個の芳香族の環原子を有する芳香族又はヘテロ芳香族の環系で置き換
えることができ、それらは一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができ、又は、
一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができる、５～６０個の芳香族の環原子を
有するアリールオキシ基又はヘテロアリールオキシ基、又は１０～４０個の芳香族の環原
子を有する、一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができるジアリールアミノ基
、ジヘテロアリールアミノ基又はアリールヘテロアリールアミノ基、又はこれらの系の組
み合わせ、又は、酸触媒架橋法により、熱架橋法又はＵＶ架橋法により架橋できる、光開
始剤の存在下又は不存在下で、又はマイクロ波の照射によって架橋可能な単位ＱＥであり
、その際、二つ又は三つ以上の置換基Ｒ＊、Ｒ及びＲ’は互いに単環式、多環式、脂肪族
、芳香族及び／又はベンゾ縮合環系を形成することもでき；
Ｒ２は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ
、Ｎ（Ｒ３）２、ＣＮ、ＣＦ３、ＮＯ２、ＯＨ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ３、ＣＯ（ＮＲ３）

２、Ｓｉ（Ｒ３）３、Ｂ（ＯＲ３）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ３、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ３）２、Ｓ（＝
Ｏ）Ｒ３、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ３、ＯＳＯ２Ｒ３、１～４０Ｃ原子を有する線状のアルキル基
、アルコキシ基又はチオアルコキシ基、又は、２～４０Ｃ原子を有する線状のアルケニル
基又はアルキニル基、又は３～４０Ｃ原子を有する分岐状又は環状のアルキル基、アルケ
ニル基、アルキニル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基であり、それぞれ、一つ又は
二つ以上の残基Ｒ３で置換されることができ、その際、一つ又は二つ以上の隣接していな
いＣＨ２－基は、Ｒ３Ｃ＝ＣＲ３、Ｃ≡Ｃ、Ｓｉ（Ｒ３）２、Ｇｅ（Ｒ３）２、Ｓｎ（Ｒ
３）２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、Ｃ＝Ｓｅ、Ｃ＝ＮＲ３、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ３）、ＳＯ、ＳＯ２、
ＮＲ３、Ｏ、Ｓ又はＣＯＮＲ３で置換されることができ、かつ、その際、一つ又は二つ以
上のＨ原子は、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＣＦ３又はＮＯ２で置換されること
ができ、又は、一つ又は二つ以上の残基Ｒ３で置換されることができる、一つ又は二つ以
上の残基Ｒ３で置換されることができる、５～６０個の芳香族の環原子を有する芳香族又
はヘテロ芳香族の環系、又は一つ又は二つ以上の残基Ｒ３で置換されることができる、５
～６０個の芳香族の環原子を有するアリールオキシ基又はヘテロアリールオキシ基、又は
、１０～４０個の芳香族の環原子を有する、一つ又は二つ以上の残基Ｒ３で置換されるこ
とができる、ジアリールアミノ基、ジヘテロアリールアミノ基又はアリールヘテロアリー
ルアミノ基、又は、これらの系の組み合わせであり；その際、これらの二つ又は三つ以上
の置換基Ｒ２は互いに、単環又は多環の芳香族及び／又はベンゾ縮合環系を形成すること
もでき；
Ｒ３は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ、ＣＦ３、又は、
１～２０Ｃ原子を有する、脂肪族炭化水素残基、芳香族炭化水素残基及び／又はヘテロ芳
香族炭化水素残基であり、その際、一つ又は二つ以上のＨ原子は、Ｆ又はＣＦ３で置き換
えることができ；その際、二つ又は三つ以上の置換基Ｒ３は互いに、単環又は多環の脂肪
族の環系を形成することもできる。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
　代替的な実施形態において、Ｚは、共有結合の単結合か、又は置換された又は置換され
ていないアルキレン基（分岐状又は環状）、アルケニレン基、アルキニレン基、アリーレ
ン基及びヘテロアリーレン基、Ｏ、ＮＲ、Ｃ＝ＣＲ２、Ｃ＝ＮＲ、ＳｉＲ２、Ｓ、Ｓ（Ｏ
）、Ｓ（Ｏ）２、ＢＲ、ＰＲ、Ｐ（Ｏ）Ｒから選択される二価の有機架橋であり、その際
、これらの単位の組み合わせも可能である（例えば、Ｏで中断されたアルキレン基（分岐
状又は環状も可）、アルケニレン基、アルキニレン基、アリーレン基及びヘテロアリーレ
ン基）。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３２】
　式中、
Ａ及びＢ＝互いに独立して、ＣＲＲ’、ＣＲ、ＮＲ、Ｎからなる群から選択され、その際
、ＡとＢとの間には、単結合又は二重結合が存在しており、そして、ＢとＺとの間には単
結合又は二重結合が存在している；
Ｚ＝直接結合又は二価の有機架橋であり、これは、置換された又は置換されていないＣ１
－Ｃ９－アルキレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルケニレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルキニレン基又は
アリーレン基又はこれの組み合わせ、－ＣＲＲ’、－Ｃ＝ＣＲＲ’、－Ｃ＝ＮＲ、－ＮＲ
－、－Ｏ－、－ＳｉＲＲ’－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、Ｏで中断された
、置換された又は置換されていないＣ１－Ｃ９－アルキレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルケニレ
ン基、Ｃ２－Ｃ８－アルキニレン基又はアリーレン基、フェニル単位又は置換されたフェ
ニル単位であり、その際、波線は、それを介してＤが、式Ｂにおけるフェニル環に結合す
る位置を示し；
それぞれのＲ及びＲ’は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ
、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、Ｎ（Ｒ２）２、ＣＮ、ＣＦ３、ＮＯ２、ＯＨ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ２

、ＣＯ（ＮＲ２）２、Ｓｉ（Ｒ２）３、Ｂ（ＯＲ２）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ２、Ｐ（＝Ｏ）（
Ｒ２）２、Ｓ（＝Ｏ）Ｒ２、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ２、ＯＳＯ２Ｒ２、１～４０Ｃ原子を有する
線状のアルキル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基、又は２～４０Ｃ原子を有する線
状のアルケニル基又はアルキニル基、又は、３～４０Ｃ原子を有する分岐状又は環状のア
ルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基であり、そ
れぞれ、一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができ、その際、一つ又は二つ以
上の隣接しないＣＨ２－基は、Ｒ２Ｃ＝ＣＲ２、Ｃ≡Ｃ、Ｓｉ（Ｒ２）２、Ｇｅ（Ｒ２）

２、Ｓｎ（Ｒ２）２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、Ｃ＝Ｓｅ、Ｃ＝ＮＲ２、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ２）、Ｓ
Ｏ、ＳＯ２、ＮＲ２、Ｏ、Ｓ又はＣＯＮＲ２で置き換えることができ、かつ、その際、一
つ又は二つ以上のＨ原子は、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＣＦ３又はＮＯ２で置
き換えることができ、又は、それぞれが、一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されること
ができる、５～６０個の芳香族の環原子を有する芳香族又はヘテロ芳香族の環系、又は、
一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができる、５～６０個の芳香族の環原子を
有するアリールオキシ基又はヘテロアリールオキシ基、又は、一つ又は二つ以上の残基Ｒ
２で置換されることができる、１０～４０個の芳香族の環原子を有するジアリールアミノ
基、ジヘテロアリールアミノ基又はアリールヘテロアリールアミノ基、又は、これらの系
の組み合わせ、又は、酸触媒架橋法により、光開始剤の存在下又は不存在下で、又は、マ
イクロ波の照射によって、熱架橋法又はＵＶ架橋法により架橋できる、架橋可能な単位Ｑ
Ｅであり、その際、二つ又は三つ以上のこれらの置換基Ｒ及びＲ’は、互いに単環式、多
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環式、脂肪族、芳香族及び／又はベンゾ縮合環系を形成することもでき、
Ｒ２は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ
、Ｎ（Ｒ３）２、ＣＮ、ＣＦ３、ＮＯ２、ＯＨ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ３、ＣＯ（ＮＲ３）

２、Ｓｉ（Ｒ３）３、Ｂ（ＯＲ３）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ３、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ３）２、Ｓ（＝
Ｏ）Ｒ３、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ３、ＯＳＯ２Ｒ３、１～４０Ｃ原子を有する線状のアルキル基
、アルコキシ基又はチオアルコキシ基、又は、２～４０Ｃ原子を有する線状のアルケニル
基又はアルキニル基、又は３～４０Ｃ原子を有する分岐状又は環状のアルキル基、アルケ
ニル基、アルキニル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基であり、それぞれ、一つ又は
二つ以上の残基Ｒ３で置換されることができ、その際、一つ又は二つ以上の隣接しないＣ
Ｈ２－基は、Ｒ２Ｃ＝ＣＲ２、Ｃ≡Ｃ、Ｓｉ（Ｒ３）２、Ｇｅ（Ｒ３）２、Ｓｎ（Ｒ３）

２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、Ｃ＝Ｓｅ、Ｃ＝ＮＲ３、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ３）、ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲ
３、Ｏ、Ｓ又はＣＯＮＲ３で置き換えることができ、その際、一つ又は二つ以上のＨ原子
は、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＣＦ３又はＮＯ２で置換されることができ、又
は、それぞれが、一つ又は二つ以上の残基Ｒ３で置換されることができる、５～６０個の
芳香族の環原子を有する芳香族又はヘテロ芳香族の環系、又は一つ又は二つ以上の残基Ｒ
３で置換されることができる、５～６０個の芳香族の環原子を有するアリールオキシ基又
はヘテロアリールオキシ基、又は、１０～４０個の芳香族の環原子を有する、一つ又は二
つ以上の残基Ｒ３で置換されることができる、ジアリールアミノ基、ジヘテロアリールア
ミノ基又はアリールヘテロアリールアミノ基、又は、これらの系の組み合わせであり；そ
の際、これらの二つ三つ又は置換基Ｒ２は、互いに、単環又は多環の芳香族及び／又はベ
ンゾ縮合環系を形成することもでき；
Ｒ３は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ、ＣＦ３、又は、
１～２０Ｃ原子を有する、脂肪族炭化水素残基、芳香族炭化水素残基及び／又はヘテロ芳
香族炭化水素残基であり、その際、一つ又は二つ以上のＨ原子は、Ｆ又はＣＦ３で置き換
えることができ；その際、二つ又は三つ以上の置換基Ｒ３は、互いに、単環又は多環の脂
肪族の環系を形成することもできる。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
　式中、
Ａ及びＢ＝互いに独立して、ＣＲＲ’、ＣＲ、ＮＲ、Ｎからなる群から選択され、その際
、ＡとＢとの間には、単結合又は二重結合が存在しており、そして、ＢとＺとの間には単
結合又は二重結合が存在している；
Ｚ＝直接結合又は二価の有機架橋であり、これは、置換された又は置換されていないＣ１
－Ｃ９－アルキレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルケニレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルキニレン基又は
アリーレン基又はこれの組み合わせ、－ＣＲＲ’、－Ｃ＝ＣＲＲ’、－Ｃ＝ＮＲ、－ＮＲ
－、－Ｏ－、－ＳｉＲＲ’－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、Ｏで中断された
、置換された又は置換されていないＣ１－Ｃ９－アルキレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルケニレ
ン基、Ｃ２－Ｃ８－アルキニレン基又はアリーレン基、フェニル単位又は置換されたフェ
ニル単位であり、その際、波線は、それを介してＤがＡｒに結合する位置を示し、
その際、それぞれのＲ＊、Ｒ及びＲ’は、いずれの場合においても、同一又は異なって、
Ｈ、重水素、アジド、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、Ｎ（Ｒ２）２、ＣＮ、ＣＦ３、ＮＯ２、ＯＨ
、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ２、ＣＯ（ＮＲ２）２、Ｓｉ（Ｒ２）３、Ｂ（ＯＲ２）２、Ｃ（＝
Ｏ）Ｒ２、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ２）２、Ｓ（＝Ｏ）Ｒ２、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ２、ＯＳＯ２Ｒ２、
１～４０Ｃ原子を有する線状のアルキル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基、又は、
２～４０Ｃ原子を有する線状のアルケニル基又はアルキニル基、又は、３～４０Ｃ原子を
有する分岐状又は環状のアルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アルコキシ基又はチ
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オアルコキシ基であり、それぞれ一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができ、
その際、一つ又は二つ以上の隣接していないＣＨ２－基は、Ｒ２Ｃ＝ＣＲ２、Ｃ≡Ｃ、Ｓ
ｉ（Ｒ２）２、Ｇｅ（Ｒ２）２、Ｓｎ（Ｒ２）２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、Ｃ＝Ｓｅ、Ｃ＝ＮＲ
２、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ２）、ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲ２、Ｏ、Ｓ又はＣＯＮＲ２で置き換えるこ
とができ、かつ、その際、一つ又は二つ以上のＨ原子は、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、
ＣＮ、ＣＦ３又はＮＯ２で置き換えることができ、又は、それぞれが、一つ又は二つ以上
の残基Ｒ２で置換されることができる、５～６０個の芳香族の環原子を有する芳香族又は
ヘテロ芳香族の環系、又は、それぞれが一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることが
できる、５～６０個の芳香族の環原子を有するアリールオキシ基又はヘテロアリールオキ
シ基、又は１０～４０個の芳香族の環原子を有する、一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換
されることができるジアリールアミノ基、ジヘテロアリールアミノ基又はアリールヘテロ
アリールアミノ基、又はこれらの系の組み合わせ、又は、酸触媒架橋法により、光開始剤
の存在下又は不存在下で、又はマイクロ波の照射によって、熱架橋法又はＵＶ架橋法によ
り架橋できる、架橋可能な単位ＱＥであり、その際、二つ又は三つ以上のこれらの置換基
Ｒ＊、Ｒ及びＲ’は互いに単環式、多環式、脂肪族、芳香族及び／又はベンゾ縮合環系を
形成することもでき、
Ｒ２は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ
、Ｎ（Ｒ３）２、ＣＮ、ＣＦ３、ＮＯ２、ＯＨ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ３、ＣＯ（ＮＲ３）

２、Ｓｉ（Ｒ３）３、Ｂ（ＯＲ３）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ３、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ３）２、Ｓ（＝
Ｏ）Ｒ３、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ３、ＯＳＯ２Ｒ３、１～４０Ｃ原子を有する線状のアルキル基
、アルコキシ基又はチオアルコキシ基、又は、２～４０Ｃ原子を有する線状のアルケニル
基又はアルキニル基、又は３～４０Ｃ原子を有する分岐状又は環状のアルキル基、アルケ
ニル基、アルキニル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基であり、それぞれ、一つ又は
二つ以上の残基Ｒ３で置換されることができ、その際、一つ又は二つ以上の隣接していな
いＣＨ２－基は、Ｒ３Ｃ＝ＣＲ３、Ｃ≡Ｃ、Ｓｉ（Ｒ３）２、Ｇｅ（Ｒ３）２、Ｓｎ（Ｒ
３）２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、Ｃ＝Ｓｅ、Ｃ＝ＮＲ３、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ３）、ＳＯ、ＳＯ２、
ＮＲ３、Ｏ、Ｓ又はＣＯＮＲ３で置換されることができ、かつ、その際、一つ又は二つ以
上のＨ原子は、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＣＦ３又はＮＯ２で置換されること
ができ、又は、それぞれが、一つ又は二つ以上の残基Ｒ３で置換されることができる、５
～６０個の芳香族の環原子を有する芳香族又はヘテロ芳香族の環系、又は一つ又は二つ以
上の残基Ｒ３で置換されることができる、５～６０個の芳香族の環原子を有するアリール
オキシ基又はヘテロアリールオキシ基、又は、一つ又は二つ以上の残基Ｒ３で置換される
ことができる、１０～４０個の芳香族の環原子を有するジアリールアミノ基、ジヘテロア
リールアミノ基又はアリールヘテロアリールアミノ基、又は、これらの系の組み合わせで
あり；その際、これらの置換基Ｒ２の二つ又は三つ以上は互いに、単環又は多環の芳香族
及び／又はベンゾ縮合環系を形成することもでき；
Ｒ３は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ、ＣＦ３、又は、
１～２０Ｃ原子を有する、脂肪族炭化水素残基、芳香族炭化水素残基及び／又はヘテロ芳
香族炭化水素残基であり、その際、一つ又は二つ以上のＨ原子は、Ｆ又はＣＦ３で置き換
えることができ；その際、二つ又は三つ以上の置換基Ｒ３は互いに、単環又は多環の脂肪
族の環系を形成することもでき、そして、Ｒ’’は、Ｒと同じ意味を有するか、又は、一
実施形態において、有機架橋であり、それを介して、式Ｃの第二の同一又は異なる単位が
結合され、そしてそれにより、二量体系が形成されるか、又は、別の実施形態においては
、架橋可能な単位であり、これは、光開始剤の存在下又は不存在下で、又はマイクロ波の
照射によって、酸触媒、熱架橋法又はＵＶ架橋法により、架橋することができる。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００４４】
　代替的な実施形態において、Ｚは、共有結合の単結合か、又は置換された又は置換され
ていないアルキレン基（分岐状又は環状）、アルケニレン基、アルキニレン基、アリーレ
ン基及びヘテロアリーレン基、Ｏ、ＮＲ、Ｃ＝ＣＲ２、Ｃ＝ＮＲ、ＳｉＲ２、Ｓ、Ｓ（Ｏ
）、Ｓ（Ｏ）２、ＢＲ、ＰＲ、Ｐ（Ｏ）Ｒから選択される二価の有機架橋であり、その際
、これらの単位の組み合わせも可能である（例えば、Ｏで中断されたアルキレン基（分岐
状又は環状も可）、アルケニレン基、アルキニレン基、アリーレン基及びヘテロアリーレ
ン基）。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５０】
　式中、
Ａ及びＢ＝互いに独立して、ＣＲＲ’、ＣＲ、ＮＲ、Ｎからなる群から選択され、その際
、ＡとＢとの間には、単結合又は二重結合が存在しており、そして、ＢとＺとの間には単
結合又は二重結合が存在している；
Ｚ＝直接結合又は二価の有機架橋であり、これは、置換された又は置換されていないＣ１
－Ｃ９－アルキレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルケニレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルキニレン基又は
アリーレン基又はこれの組み合わせ、－ＣＲＲ’、－Ｃ＝ＣＲＲ’、－Ｃ＝ＮＲ、－ＮＲ
－、－Ｏ－、－ＳｉＲＲ’－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、Ｏで中断された
、置換された又は置換されていないＣ１－Ｃ９－アルキレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルケニレ
ン基、Ｃ２－Ｃ８－アルキニレン基又はアリーレン基、フェニル単位又は置換されたフェ
ニル単位であり、その際、波線は、それを介してＤが式Ｄのフェニル基に結合する位置を
示し；その際、それぞれのＲ＊、Ｒ及びＲ’は、いずれの場合においても、同一又は異な
って、Ｈ、重水素、アジド、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、Ｎ（Ｒ２）２、ＣＮ、ＣＦ３、ＮＯ２

、ＯＨ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ２、ＣＯ（ＮＲ２）２、Ｓｉ（Ｒ２）３、Ｂ（ＯＲ２）２、
Ｃ（＝Ｏ）Ｒ２、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ２）２、Ｓ（＝Ｏ）Ｒ２、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ２、ＯＳＯ２

Ｒ２、１～４０Ｃ原子を有する線状のアルキル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基、
又は、２～４０Ｃ原子を有する線状のアルケニル基又はアルキニル基、又は、３～４０Ｃ
原子を有する分岐状又は環状のアルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アルコキシ基
又はチオアルコキシ基であり、それぞれ一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることが
でき、その際、一つ又は二つ以上の隣接していないＣＨ２－基は、Ｒ２Ｃ＝ＣＲ２、Ｃ≡
Ｃ、Ｓｉ（Ｒ２）２、Ｇｅ（Ｒ２）２、Ｓｎ（Ｒ２）２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、Ｃ＝Ｓｅ、Ｃ
＝ＮＲ２、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ２）、ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲ２、Ｏ、Ｓ又はＣＯＮＲ２で置き換
えることができ、かつ、その際、一つ又は二つ以上のＨ原子は、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ
、Ｉ、ＣＮ、ＣＦ３又はＮＯ２で置き換えることができ、又は、それぞれが、一つ又は二
つ以上の残基Ｒ２で置換されることができる、５～６０個の芳香族の環原子を有する芳香
族又はヘテロ芳香族の環系、又は、５～６０個の芳香族の環原子を有する、それぞれが一
つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができるアリールオキシ基又はヘテロアリー
ルオキシ基、又は１０～４０個の芳香族の環原子を有する、一つ又は二つ以上の残基Ｒ２

で置換されることができるジアリールアミノ基、ジヘテロアリールアミノ基又はアリール
ヘテロアリールアミノ基、又はこれらの系の組み合わせ、又は、酸触媒架橋法、光開始剤
の存在下又は不存在下で、又はマイクロ波の照射によって、熱架橋法又はＵＶ架橋法によ
り架橋できる、架橋可能な単位ＱＥであり、その際、二つ又は三つ以上のこれらの置換基
Ｒ＊、Ｒ及びＲ’は互いに単環式、多環式、脂肪族、芳香族及び／又はベンゾ縮合環系を
形成することもでき、
Ｒ２は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ
、Ｎ（Ｒ３）２、ＣＮ、ＣＦ３、ＮＯ２、ＯＨ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ３、ＣＯ（ＮＲ３）
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２、Ｓｉ（Ｒ３）３、Ｂ（ＯＲ３）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ３、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ３）２、Ｓ（＝
Ｏ）Ｒ３、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ３、ＯＳＯ２Ｒ３、１～４０Ｃ原子を有する線状のアルキル基
、アルコキシ基又はチオアルコキシ基、又は、２～４０Ｃ原子を有する線状のアルケニル
基又はアルキニル基、又は３～４０Ｃ原子を有する分岐状又は環状のアルキル基、アルケ
ニル基、アルキニル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基であり、それぞれ、一つ又は
二つ以上の残基Ｒ３で置換されることができ、その際、一つ又は二つ以上の隣接していな
いＣＨ２－基は、Ｒ３Ｃ＝ＣＲ３、Ｃ≡Ｃ、Ｓｉ（Ｒ３）２、Ｇｅ（Ｒ３）２、Ｓｎ（Ｒ
３）２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、Ｃ＝Ｓｅ、Ｃ＝ＮＲ３、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ３）、ＳＯ、ＳＯ２、
ＮＲ３、Ｏ、Ｓ又はＣＯＮＲ３で置換されることができ、かつ、その際、一つ又は二つ以
上のＨ原子は、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＣＦ３又はＮＯ２で置換されること
ができ、又は、一つ又は二つ以上の残基Ｒ３で置換されることができる、５～６０個の芳
香族の環原子を有する芳香族又はヘテロ芳香族の環系、又は一つ又は二つ以上の残基Ｒ３

で置換されることができる、５～６０個の芳香族の環原子を有するアリールオキシ基又は
ヘテロアリールオキシ基、又は、１０～４０個の芳香族の環原子を有する、一つ又は二つ
以上の残基Ｒ３で置換されることができる、ジアリールアミノ基、ジヘテロアリールアミ
ノ基又はアリールヘテロアリールアミノ基、又は、これらの系の組み合わせであり；その
際、これらの二つ又は三つ以上の置換基Ｒ２は、互いに、単環又は多環の芳香族及び／又
はベンゾ縮合環系を形成することもでき；
Ｒ３は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ、ＣＦ３、又は、
１～２０Ｃ原子を有する、脂肪族炭化水素残基、芳香族炭化水素残基及び／又はヘテロ芳
香族炭化水素残基であり、その際、一つ又は二つ以上のＨ原子は、Ｆ又はＣＦ３で置き換
えることができ；その際、二つ又は三つ以上の置換基Ｒ３は互いに、単環又は多環の脂肪
族の環系を形成することもでき、そして、
Ｒ’’は、Ｒと同じ意味を有するか、又は、一実施形態において、有機架橋であり、それ
を介して、式Ｄの第二の同一又は異なる単位が結合され、そしてそれにより、二量体系が
形成されるか、又は、別の実施形態においては、架橋可能な単位であり、これは、酸触媒
架橋法により、光開始剤の存在下又は不存在下で、又はマイクロ波の照射によって、熱架
橋法又はＵＶ架橋法により、架橋することができる。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６９】
　式中、
Ａ及びＢ＝互いに独立して、ＣＲＲ’、ＣＲ、ＮＲ、Ｎからなる群から選択され、その際
、ＡとＢとの間には、単結合又は二重結合が存在しており、そして、ＢとＺとの間には単
結合又は二重結合が存在している；
Ｚ＝直接結合又は二価の有機架橋であり、これは、置換された又は置換されていないＣ１
－Ｃ９－アルキレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルケニレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルキニレン基又は
アリーレン基又はこれの組み合わせ、－ＣＲＲ’、－Ｃ＝ＣＲＲ’、－Ｃ＝ＮＲ、－ＮＲ
－、－Ｏ－、－ＳｉＲＲ’－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、Ｏで中断された
、置換された又は置換されていないＣ１－Ｃ９－アルキレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルケニレ
ン基、Ｃ２－Ｃ８－アルキニレン基又はアリーレン基、フェニル単位又は置換されたフェ
ニル単位であり、その際、波線は、それを介してＤが、式Ｅにおけるフェニル環に結合す
る位置を示し；
Ｂ＊＝置換された又は置換されていないアルキレン基、アルケニレン基、アルキニレン基
又はアリーレン基又はこれの組み合わせ、又は－Ｏ－、－ＮＲ－、－Ｃ＝ＣＲ２、－Ｃ＝
ＮＲ、－ＳｉＲ２－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、Ｏで中断されたアルキル
基（分岐状又は環状）、ヘテロアルキル基、アリール基、ヘテロアリール基、アルケニル
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基、フェニル単位及び置換されたフェニル単位である、有機架橋、
その際、それぞれのＲ及びＲ’は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重
水素、アジド、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、Ｎ（Ｒ２）２、ＣＮ、ＣＦ３、ＮＯ２、ＯＨ、ＣＯ
ＯＨ、ＣＯＯＲ２、ＣＯ（ＮＲ２）２、Ｓｉ（Ｒ２）３、Ｂ（ＯＲ２）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ
２、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ２）２、Ｓ（＝Ｏ）Ｒ２、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ２、ＯＳＯ２Ｒ２、１～４
０Ｃ原子を有する線状のアルキル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基、又は２～４０
Ｃ原子を有する線状のアルケニル基又はアルキニル基、又は、３～４０Ｃ原子を有する分
岐状又は環状のアルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アルコキシ基又はチオアルコ
キシ基であり、それぞれ、一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができ、その際
、一つ又は二つ以上の隣接しないＣＨ２－基は、Ｒ２Ｃ＝ＣＲ２、Ｃ≡Ｃ、Ｓｉ（Ｒ２）

２、Ｇｅ（Ｒ２）２、Ｓｎ（Ｒ２）２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、Ｃ＝Ｓｅ、Ｃ＝ＮＲ２、Ｐ（＝
Ｏ）（Ｒ２）、ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲ２、Ｏ、Ｓ又はＣＯＮＲ２で置き換えることができ、
かつ、その際、一つ又は二つ以上のＨ原子は、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＣＦ

３又はＮＯ２で置き換えることができ、又は、それぞれが、一つ又は二つ以上の残基Ｒ２

で置換されることができる、５～６０個の芳香族の環原子を有する芳香族又はヘテロ芳香
族の環系、又は、一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができる、５～６０個の
芳香族の環原子を有するアリールオキシ基又はヘテロアリールオキシ基、又は、一つ又は
二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができる、１０～４０個の芳香族の環原子を有する
ジアリールアミノ基、ジヘテロアリールアミノ基又はアリールヘテロアリールアミノ基、
又は、これらの系の組み合わせ、又は、酸触媒架橋法により、光開始剤の存在下又は不存
在下で、又は、マイクロ波の照射によって、熱架橋法又はＵＶ架橋法により架橋できる、
架橋可能な単位ＱＥであり、その際、二つ又は三つ以上のこれらの置換基Ｒ及びＲ’は互
いに単環式、多環式、脂肪族、芳香族及び／又はベンゾ縮合環系を形成することもでき、
Ｒ２は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ
、Ｎ（Ｒ３）２、ＣＮ、ＣＦ３、ＮＯ２、ＯＨ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ３、ＣＯ（ＮＲ３）

２、Ｓｉ（Ｒ３）３、Ｂ（ＯＲ３）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ３、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ３）２、Ｓ（＝
Ｏ）Ｒ３、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ３、ＯＳＯ２Ｒ３、１～４０Ｃ原子を有する線状のアルキル基
、アルコキシ基又はチオアルコキシ基、又は、２～４０Ｃ原子を有する線状のアルケニル
基又はアルキニル基、又は３～４０Ｃ原子を有する分岐状又は環状のアルキル基、アルケ
ニル基、アルキニル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基であり、それぞれ、一つ又は
二つ以上の残基Ｒ３で置換されることができ、その際、一つ又は二つ以上の隣接しないＣ
Ｈ２－基は、Ｒ２Ｃ＝ＣＲ２、Ｃ≡Ｃ、Ｓｉ（Ｒ３）２、Ｇｅ（Ｒ３）２、Ｓｎ（Ｒ３）

２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、Ｃ＝Ｓｅ、Ｃ＝ＮＲ３、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ３）、ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲ
３、Ｏ、Ｓ又はＣＯＮＲ３で置き換えることができ、その際、一つ又は二つ以上のＨ原子
は、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＣＦ３又はＮＯ２で置換されることができ、又
は、それぞれが、一つ又は二つ以上の残基Ｒ３で置換されることができる、５～６０個の
芳香族の環原子を有する芳香族又はヘテロ芳香族の環系、又は一つ又は二つ以上の残基Ｒ
３で置換されることができる、５～６０個の芳香族の環原子を有するアリールオキシ基又
はヘテロアリールオキシ基、又は、１０～４０個の芳香族の環原子を有する、一つ又は二
つ以上の残基Ｒ３で置換されることができる、ジアリールアミノ基、ジヘテロアリールア
ミノ基又はアリールヘテロアリールアミノ基、又は、これらの系の組み合わせであり；そ
の際、これらの置換基Ｒ２の二つ又は三つ以上は互いに、単環又は多環の芳香族及び／又
はベンゾ縮合環系を形成することもでき；
Ｒ３は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ、ＣＦ３、又は、
１～２０Ｃ原子を有する、脂肪族炭化水素残基、芳香族炭化水素残基及び／又はヘテロ芳
香族炭化水素残基であり、その際、一つ又は二つ以上のＨ原子は、Ｆ又はＣＦ３で置き換
えることができ；その際、二つ又は三つ以上の置換基Ｒ３は互いに、単環又は多環の脂肪
族の環系を形成することもできる。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】００７４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７４】
　代替的な実施形態において、Ｚは、共有結合の単結合か、又は置換された又は置換され
ていないアルキレン基（分岐状又は環状）、アルケニレン基、アルキニレン基、アリーレ
ン基及びヘテロアリーレン基、Ｏ、ＮＲ、Ｃ＝ＣＲ２、Ｃ＝ＮＲ、ＳｉＲ２、Ｓ、Ｓ（Ｏ
）、Ｓ（Ｏ）２、ＢＲ、ＰＲ、Ｐ（Ｏ）Ｒから選択される二価の有機架橋であり、その際
、これらの単位の組み合わせも可能である（例えば、Ｏで中断されたアルキレン基（分岐
状又は環状も可）、アルケニレン基、アルキニレン基、アリーレン基及びヘテロアリーレ
ン基）。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７５】
　代替的な一実施形態において、Ｂは、置換された又は置換されていないアルキレン基（
分岐状又は環状）、アルケニレン基、アルキニレン基、アリーレン基及びヘテロアリーレ
ン基、Ｏ、ＮＲ、Ｃ＝ＣＲ２、Ｃ＝ＮＲ、ＳｉＲ２、Ｓ、Ｓ（Ｏ）、Ｓ（Ｏ）２、ＢＲ、
ＰＲ、Ｐ（Ｏ）Ｒから選択される二価の有機架橋であり、その際、これらの単位の組み合
わせも可能である（例えば、Ｏで中断されたアルキレン基（分岐状又は環状も可）、アル
ケニレン基、アルキニレン基、アリーレン基及びヘテロアリーレン基）。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７９】
　式中、
Ｚ＝直接結合又は二価の有機架橋であり、これは、置換された又は置換されていないＣ１
－Ｃ９－アルキレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルケニレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルキニレン基又は
アリーレン基、又はこれらの組み合わせ、－ＣＲＲ’、－Ｃ＝ＣＲＲ’、－Ｃ＝ＮＲ、－
ＮＲ－、－Ｏ－、ＳｉＲＲ’－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、Ｏで中断され
た置換された又は置換されていないＣ１－Ｃ９－アルキレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルケニレ
ン基、Ｃ２－Ｃ８－アルキニレン基又はアリーレン基、フェニル単位又は置換されたフェ
ニル単位であり、その際、波線は、それを介してＤがＡｒに結合する結合位置を示し；
　それぞれのＲ及びＲ’は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、
Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、Ｎ（Ｒ２）２、ＣＮ、ＣＦ３、ＮＯ２、ＯＨ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ
２、ＣＯ（ＮＲ２）２、Ｓｉ（Ｒ２）３、Ｂ（ＯＲ２）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ２、Ｐ（＝Ｏ）
（Ｒ２）２、Ｓ（＝Ｏ）Ｒ２、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ２、ＯＳＯ２Ｒ２、１～４０Ｃ原子を有す
る線状のアルキル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基、又は２～４０Ｃ原子を有する
線状のアルケニル基又はアルキニル基、又は、３～４０Ｃ原子を有する分岐状又は環状の
アルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基であり、
それぞれ、一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができ、その際、一つ又は二つ
以上の隣接しないＣＨ２－基は、Ｒ２Ｃ＝ＣＲ２、Ｃ≡Ｃ、Ｓｉ（Ｒ２）２、Ｇｅ（Ｒ２

）２、Ｓｎ（Ｒ２）２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、Ｃ＝Ｓｅ、Ｃ＝ＮＲ２、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ２）、
ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲ２、Ｏ、Ｓ又はＣＯＮＲ２で置き換えることができ、かつ、その際、
一つ又は二つ以上のＨ原子が、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＣＦ３又はＮＯ２で
置き換えることができ、又は、それぞれが、一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されるこ
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とができる、５～６０個の芳香族の環原子を有する芳香族又はヘテロ芳香族の環系、又は
、一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができる、５～６０個の芳香族の環原子
を有するアリールオキシ基又はヘテロアリールオキシ基、又は、一つ又は二つ以上の残基
Ｒ２で置換されることができる、１０～４０個の芳香族の環原子を有するジアリールアミ
ノ基、ジヘテロアリールアミノ基又はアリールヘテロアリールアミノ基、又は、これらの
系の組み合わせ、又は、酸触媒、塩基触媒により、光開始剤の存在下又は不存在下で、又
はマイクロ波の照射によって、熱架橋法又はＵＶ架橋法により架橋できる、架橋可能な単
位ＱＥであり、その際、二つ又は三つ以上のこれらの置換基Ｒ及びＲ’は互いに単環式、
多環式、脂肪族、芳香族及び／又はベンゾ縮合環系を形成することもでき、
Ｒ２は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ
、Ｎ（Ｒ３）２、ＣＮ、ＣＦ３、ＮＯ２、ＯＨ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ３、ＣＯ（ＮＲ３）

２、Ｓｉ（Ｒ３）３、Ｂ（ＯＲ３）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ３、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ３）２、Ｓ（＝
Ｏ）Ｒ３、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ３、ＯＳＯ２Ｒ３、１～４０Ｃ原子を有する線状のアルキル基
、アルコキシ基又はチオアルコキシ基、又は、２～４０Ｃ原子を有する線状のアルケニル
基又はアルキニル基、又は３～４０Ｃ原子を有する分岐状又は環状のアルキル基、アルケ
ニル基、アルキニル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基であり、それぞれ、一つ又は
二つ以上の残基Ｒ３で置換されることができ、その際、一つ又は二つ以上の隣接しないＣ
Ｈ２－基は、Ｒ３Ｃ＝ＣＲ３、Ｃ≡Ｃ、Ｓｉ（Ｒ３）２、Ｇｅ（Ｒ３）２、Ｓｎ（Ｒ３）

２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、Ｃ＝Ｓｅ、Ｃ＝ＮＲ３、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ３）、ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲ
３、Ｏ、Ｓ又はＣＯＮＲ３で置き換えることができ、かつ、その際、一つ又は二つ以上の
Ｈ原子が、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＣＦ３又はＮＯ２で置き換えることがで
き、又は、それぞれが、一つ又は二つ以上の残基Ｒ３で置換されることができる、５～６
０個の芳香族の環原子を有する芳香族又はヘテロ芳香族の環系、又は、一つ又は二つ以上
の残基Ｒ３で置換されることができる、５～６０個の芳香族の環原子を有するアリールオ
キシ基又はヘテロアリールオキシ基、又は、一つ又は二つ以上の残基Ｒ３で置換されるこ
とができる、１０～４０個の芳香族の環原子を有するジアリールアミノ基、ジヘテロアリ
ールアミノ基又はアリールヘテロアリールアミノ基、又は、これらの系の組み合わせであ
り；その際、これらの置換基Ｒ２の二つ又は三つ以上は互いに、単環又は多環の芳香族及
び／又はベンゾ縮合環系を形成することもでき；
Ｒ３は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ、ＣＦ３、又は、
１～２０Ｃ原子を有する、脂肪族炭化水素残基、芳香族炭化水素残基及び／又はヘテロ芳
香族炭化水素残基であり、その際、一つ又は二つ以上のＨ原子は、Ｆ又はＣＦ３で置き換
えることができ；その際、二つ又は三つ以上の置換基Ｒ３は互いに、単環又は多環の脂肪
族の環系を形成することもできる。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８２】
　代替的な一実施形態において、Ｚは、共有結合の単結合か、又は置換された又は置換さ
れていないアルキレン基（分岐状又は環状）、アルケニレン基、アルキニレン基、アリー
レン基及びヘテロアリーレン基、Ｏ、ＮＲ、Ｃ＝ＣＲ２、Ｃ＝ＮＲ、ＳｉＲ２、Ｓ、Ｓ（
Ｏ）、Ｓ（Ｏ）２、ＢＲ、ＰＲ、Ｐ（Ｏ）Ｒから選択される二価の有機架橋であり、その
際、これらの単位の組み合わせも可能である（例えば、Ｏで中断されたアルキレン基（分
岐状又は環状も可）、アルケニレン基、アルキニレン基、アリーレン基及びヘテロアリー
レン基）。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８５
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８５】
　式中、
それぞれのＲは、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ、Ｃｌ、
Ｂｒ、Ｉ、Ｎ（Ｒ２）２、ＣＮ、ＣＦ３、ＮＯ２、ＯＨ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ２、ＣＯ（
ＮＲ２）２、Ｓｉ（Ｒ２）３、Ｂ（ＯＲ２）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ２、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ２）２

、Ｓ（＝Ｏ）Ｒ２、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ２、ＯＳＯ２Ｒ２、１～４０Ｃ原子を有する線状のア
ルキル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基、又は２～４０Ｃ原子を有する線状のアル
ケニル基又はアルキニル基、又は、３～４０Ｃ原子を有する分岐状又は環状のアルキル基
、アルケニル基、アルキニル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基であり、それぞれ、
一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができ、その際、一つ又は二つ以上の隣接
しないＣＨ２－基は、Ｒ２Ｃ＝ＣＲ２、Ｃ≡Ｃ、Ｓｉ（Ｒ２）２、Ｇｅ（Ｒ２）２、Ｓｎ
（Ｒ２）２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、Ｃ＝Ｓｅ、Ｃ＝ＮＲ２、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ２）、ＳＯ、ＳＯ

２、ＮＲ２、Ｏ、Ｓ又はＣＯＮＲ２で置き換えることができ、かつ、その際、一つ又は二
つ以上のＨ原子は、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＣＦ３又はＮＯ２で置き換える
ことができ、又は、それぞれが、一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができる
、５～６０個の芳香族の環原子を有する芳香族又はヘテロ芳香族の環系、又は、一つ又は
二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができる、５～６０個の芳香族の環原子を有するア
リールオキシ基又はヘテロアリールオキシ基、又は、一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換
されることができる、１０～４０個の芳香族の環原子を有するジアリールアミノ基、ジヘ
テロアリールアミノ基又はアリールヘテロアリールアミノ基、又は、これらの系の組み合
わせ、又は、酸触媒、塩基触媒により、光開始剤の存在下又は不存在下で、又はマイクロ
波の照射によって、熱架橋法又はＵＶ架橋法により架橋できる、架橋可能な単位ＱＥであ
り、その際、二つ又は三つ以上のこれらの置換基Ｒ及びＲ’は互いに単環式、多環式、脂
肪族、芳香族及び／又はベンゾ縮合環系を形成することもでき、
Ｒ２は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ
、Ｎ（Ｒ３）２、ＣＮ、ＣＦ３、ＮＯ２、ＯＨ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ３、ＣＯ（ＮＲ３）

２、Ｓｉ（Ｒ３）３、Ｂ（ＯＲ３）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ３、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ３）２、Ｓ（＝
Ｏ）Ｒ３、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ３、ＯＳＯ２Ｒ３、１～４０Ｃ原子を有する線状のアルキル基
、アルコキシ基又はチオアルコキシ基、又は、２～４０Ｃ原子を有する線状のアルケニル
基又はアルキニル基、又は３～４０Ｃ原子を有する分岐状又は環状のアルキル基、アルケ
ニル基、アルキニル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基であり、それぞれ、一つ又は
二つ以上の残基Ｒ３で置換されることができ、その際、一つ又は二つ以上の隣接しないＣ
Ｈ２－基は、Ｒ３Ｃ＝ＣＲ３、Ｃ≡Ｃ、Ｓｉ（Ｒ３）２、Ｇｅ（Ｒ３）２、Ｓｎ（Ｒ３）

２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、Ｃ＝Ｓｅ、Ｃ＝ＮＲ３、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ３）、ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲ
３、Ｏ、Ｓ又はＣＯＮＲ３で置き換えることができ、かつ、その際、一つ又は二つ以上の
Ｈ原子が、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＣＦ３又はＮＯ２で置き換えることがで
き、又は、それぞれが、一つ又は二つ以上の残基Ｒ３で置換されることができる、５～６
０個の芳香族の環原子を有する芳香族又はヘテロ芳香族の環系、又は、一つ又は二つ以上
の残基Ｒ３で置換されることができる、５～６０個の芳香族の環原子を有するアリールオ
キシ基又はヘテロアリールオキシ基、又は、一つ又は二つ以上の残基Ｒ３で置換されるこ
とができる、１０～４０個の芳香族の環原子を有するジアリールアミノ基、ジヘテロアリ
ールアミノ基又はアリールヘテロアリールアミノ基、又は、これらの系の組み合わせであ
り；その際、これらの置換基Ｒ２の二つ又は三つ以上は互いに、単環又は多環の芳香族及
び／又はベンゾ縮合環系を形成することもでき；
Ｒ３は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ、ＣＦ３、又は、
１～２０Ｃ原子を有する、脂肪族炭化水素残基、芳香族炭化水素残基及び／又はヘテロ芳
香族炭化水素残基であり、その際、一つ又は二つ以上のＨ原子は、Ｆ又はＣＦ３で置き換
えることができ；その際、二つ又は三つ以上の置換基Ｒ３は互いに、単環又は多環の脂肪
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族の環系を形成することもできる。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２６０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２６０】
　上記に示した構造物のエレクトロルミネッセンススペクトルを図３５及び図３６に示す
。
　本発明の特徴は次の通りである。
１．　式Ａの構造を有する有機分子。
【化５３】

（式中、
Ｙ＝互いに独立して、Ｃ、ＰＲ、Ｓ、Ｓ（＝Ｏ）からなる群から選択される；
Ｗ＝互いに独立して、Ｃ（ＣＮ）２、ＮＲ、Ｏ、Ｓからなる群から選択される；
Ｘ＝ＣＲ２、Ｃ＝Ｃ（ＣＮ）２、ＮＲ、Ｏ、Ｓからなる群から選択される；
Ａｒ＝５～４０個の芳香族の環原子を有する、置換されたアリール基又はヘテロアリール
基であり、該基は、ｍ個の同一又は異なる残基Ｒ＊、及び、ｎ個の同一又は異なる電子供
与特性を有するドナー基Ｄで置換されており、その際、ｍ＋ｎは、置換可能な環原子の数
に等しく、そしてその際、Ｄは、次の式Ｉの構造を有する。
【化５４】

（式中、
Ａ及びＢ＝互いに独立して、ＣＲＲ’、ＣＲ、ＮＲ、Ｎからなる群から選択され、その際
、ＡとＢとの間には、単結合又は二重結合が存在しており、そして、ＢとＺとの間には単
結合又は二重結合が存在している；
Ｚ＝直接結合又は二価の有機架橋であり、これは、置換された又は置換されていないＣ１
－Ｃ９－アルキレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルケニレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルキニレン基又は
アリーレン基又はこれの組み合わせ、－ＣＲＲ’、－Ｃ＝ＣＲＲ’、－Ｃ＝ＮＲ、－ＮＲ
－、－Ｏ－、－ＳｉＲＲ’－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、Ｏで中断された
、置換された又は置換されていないＣ１－Ｃ９－アルキレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルケニレ
ン基、Ｃ２－Ｃ８－アルキニレン基又はアリーレン基、フェニル単位又は置換されたフェ
ニル単位であり、その際、波線は、それを介してＤがＡｒに結合する位置を示し；）
　その際、Ｒ＊、Ｒ及びＲ’は、それぞれ、いずれの場合においても、同一又は異なって
、Ｈ、重水素、アジド（Ｎ３

－）、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、Ｎ（Ｒ２）２、ＣＮ、ＣＦ３、
ＮＯ２、ＯＨ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ２、ＣＯ（ＮＲ２）２、Ｓｉ（Ｒ２）３、Ｂ（ＯＲ２

）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ２、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ２）２、Ｓ（＝Ｏ）Ｒ２、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ２、Ｏ
ＳＯ２Ｒ２、１～４０Ｃ原子を有する線状のアルキル基、アルコキシ基又はチオアルコキ
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シ基、又は、２～４０Ｃ原子を有する線状のアルケニル基又はアルキニル基、又は、３～
４０Ｃ原子を有する分岐状又は環状のアルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アルコ
キシ基又はチオアルコキシ基であり、それぞれ一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換される
ことができ、その際、一つ又は二つ以上の隣接していないＣＨ２－基は、Ｒ２Ｃ＝ＣＲ２

、Ｃ≡Ｃ、Ｓｉ（Ｒ２）２、Ｇｅ（Ｒ２）２、Ｓｎ（Ｒ２）２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、Ｃ＝Ｓ
ｅ、Ｃ＝ＮＲ２、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ２）、ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲ２、Ｏ、Ｓ又はＣＯＮＲ２で
置き換えることができ、かつ、その際、一つ又は二つ以上のＨ原子は、重水素、Ｆ、Ｃｌ
、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＣＦ３又はＮＯ２で置き換えることができ、又は、それぞれが一つ又
は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができる、５～６０個の芳香族の環原子を有する
芳香族又はヘテロ芳香族の環系、又は、一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることが
できる、５～６０個の芳香族の環原子を有するアリールオキシ基又はヘテロアリールオキ
シ基、又は一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができる、１０～４０個の芳香
族の環原子を有するジアリールアミノ基、ジヘテロアリールアミノ基又はアリールヘテロ
アリールアミノ基、又はこれらの系の組み合わせ、又は、酸触媒架橋法、熱架橋法又はＵ
Ｖ架橋法により架橋できる、架橋可能な単位であり、その際、これらの二つ又は三つ以上
の置換基Ｒ及びＲ’はまた、互いに単環式、多環式、脂肪族、芳香族及び／又はベンゾ縮
合環系を形成することもでき、
Ｒ２は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ
、Ｎ（Ｒ３）２、ＣＮ、ＣＦ３、ＮＯ２、ＯＨ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ３、ＣＯ（ＮＲ３）

２、Ｓｉ（Ｒ３）３、Ｂ（ＯＲ３）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ３、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ３）２、Ｓ（＝
Ｏ）Ｒ３、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ３、ＯＳＯ２Ｒ３、１～４０Ｃ原子を有する線状のアルキル基
、アルコキシ基又はチオアルコキシ基、又は、２～４０Ｃ原子を有する線状のアルケニル
基又はアルキニル基、又は３～４０Ｃ原子を有する分岐状又は環状のアルキル基、アルケ
ニル基、アルキニル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基であり、それぞれ、一つ又は
二つ以上の残基Ｒ３で置換されることができ、その際、一つ又は二つ以上の隣接していな
いＣＨ２－基は、Ｒ３Ｃ＝ＣＲ３、Ｃ≡Ｃ、Ｓｉ（Ｒ３）２、Ｇｅ（Ｒ３）２、Ｓｎ（Ｒ
３）２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、Ｃ＝Ｓｅ、Ｃ＝ＮＲ３、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ３）、ＳＯ、ＳＯ２、
ＮＲ３、Ｏ、Ｓ又はＣＯＮＲ３で置換されることができ、かつ、その際、一つ又は二つ以
上のＨ原子は、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＣＦ３又はＮＯ２で置換されること
ができ、又は、一つ又は二つ以上の残基Ｒ３で置換されることができる、５～６０個の芳
香族の環原子を有する芳香族又はヘテロ芳香族の環系、又は一つ又は二つ以上の残基Ｒ３

で置換されることができる、５～６０個の芳香族の環原子を有するアリールオキシ基又は
ヘテロアリールオキシ基、又は、１０～４０個の芳香族の環原子を有する、一つ又は二つ
以上の残基Ｒ３で置換されることができる、ジアリールアミノ基、ジヘテロアリールアミ
ノ基又はアリールヘテロアリールアミノ基、又は、これらの系の組み合わせであり；その
際、二つ又は三つ以上のこれらの置換基Ｒ２は、互いに、単環又は多環の芳香族及び／又
はベンゾ縮合環系を形成することもでき；
Ｒ３は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ、ＣＦ３、又は、
１～２０Ｃ原子を有する、脂肪族炭化水素残基、芳香族炭化水素残基及び／又はヘテロ芳
香族炭化水素残基であり、その際、一つ又は二つ以上のＨ原子は、Ｆ又はＣＦ３で置き換
えることができ；その際、二つ又は三つ以上の置換基Ｒ３はまた、互いに、単環又は多環
の脂肪族の環系を形成することもできる。）
２．　前記有機分子が、
－最低励起一重項（Ｓ１）状態と、その下の三重項（Ｔ１）状態との間の、３０００ｃｍ
－１未満のＤＥ（Ｓ１－Ｔ１）値；及び／又は
－最大で１００マイクロ秒の発光寿命、
を有する、上記の特徴１に記載の有機分子。
３．　次の式Ｂの構造を有する、上記の特徴１又は２に記載の有機分子。
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【化５５】

（式中、アリール環における少なくとも一つのＲはドナーＤを意味し、及びその他は、上
記の特徴１で与えられた定義が有効である。）
４．　式中、Ｙ＝Ｃ、Ｗ＝Ｏ及びＸ＝ＮＲ’’であり、かつ、その際、Ｒ’’が、上記の
特徴１におけるＲと同じ意味を有するか又は有機架橋であり、その際、式Ｄの第二の同一
又は異なる単位は有機架橋を介して結合され、そしてそれにより、二量体の系が形成され
る、上記の特徴１又は２に記載の有機分子。
５．　式中、Ｙ＝Ｃ、Ｗ＝Ｏ及びＸ＝ＮＲ’’であり、かつ、その際、Ｒ’’が、上記の
特徴１におけるＲと同じ意味を有するか又は有機架橋であり、その際、式Ｄの第二の同一
又は異なる式Ｄの単位が架橋を介して結合され、そしてそれにより、二量体の系が形成さ
れる、上記の特徴３に記載の有機分子。
６．　次の式Ｄ＊の構造を有する、上記の特徴４に記載の有機分子。
【化５６】

（式中、Ｒは上記の特徴１と同じ定義であり、かつ、Ｒ’’は上記の特徴４と同じ定義で
あり、その際、Ｒはドナーでなく、特に、Ｈに等しい。）
７．　次の式Ｅの構造を有する、上記の特徴５又は６に記載の有機分子。

【化５７】

（式中、
　アリール環における少なくとも一つのＲがドナーＤを意味し；
Ｂ＊＝有機架橋であり、これは、置換された又は置換されていないアルキレン基、アルケ
ニレン基、アルキニレン基又はアリーレン基又はこれらの組み合わせであるか、又は、－
Ｏ－、－ＮＲ－、－Ｃ＝ＣＲ２、－Ｃ＝ＮＲ、－ＳｉＲ２－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－
Ｓ（Ｏ）２－、Ｏで中断されているアルキル基（分岐状又は環状の）、ヘテロアルキル単
位、アリール単位、ヘテロアリール単位、アルケニル単位、フェニル単位及び置換された
フェニル単位であり；及びその他は、上記の特徴１で与えられた定義が有効である。）
８．　Ｄが、置換された及び置換されていないカルバゾール、置換された及び置換されて
いないインドール、置換された及び置換されていないインドリン、置換された及び置換さ
れていないジヒドロアクリジン、置換された及び置換されていないベンズイミダゾール、
置換された及び置換されていない２，３，４，９－テトラヒドロカルバゾール、置換され
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た及び置換されていない１，２，３，４－テトラヒドロキノリン、置換された及び置換さ
れていないフェノチアジン、置換された及び置換されていないフェノキサジン、置換され
た及び置換されていないジヒドロフェナジン、置換された及び置換されていないスピロ化
合物からなる群から選択される、上記の特徴１～７のいずれか一つに記載の有機分子。
９．　式Ｉの電子供与特性を有するドナー基が、次の式ＩＩの構造を有する、上記の特徴
１～８のいずれか一つに記載の有機分子。
【化５８】

（式中、
Ｚ＝直接結合又は二価の有機架橋であり、これは、置換された又は置換されていないＣ１
－Ｃ９－アルキレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルケニレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルキニレン基又は
アリーレン基、又はこれらの組み合わせ、－ＣＲＲ’、－Ｃ＝ＣＲＲ’、－Ｃ＝ＮＲ、－
ＮＲ－、－Ｏ－、ＳｉＲＲ’－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、Ｏで中断され
た置換された又は置換されていないＣ１－Ｃ９－アルキレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルケニレ
ン基、Ｃ２－Ｃ８－アルキニレン基又はアリーレン基、フェニル単位又は置換されたフェ
ニル単位であり、
　その際、波線は、Ｄの結合位置を示し；
　それぞれのＲ及びＲ’は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、
Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、Ｎ（Ｒ２）２、ＣＮ、ＣＦ３、ＮＯ２、ＯＨ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ
２、ＣＯ（ＮＲ２）２、Ｓｉ（Ｒ２）３、Ｂ（ＯＲ２）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ２、Ｐ（＝Ｏ）
（Ｒ２）２、Ｓ（＝Ｏ）Ｒ２、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ２、ＯＳＯ２Ｒ２、１～４０Ｃ原子を有す
る線状のアルキル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基、又は２～４０Ｃ原子を有する
線状のアルケニル基又はアルキニル基、又は、３～４０Ｃ原子を有する分岐状又は環状の
アルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基であり、
それぞれ、一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができ、その際、一つ又は二つ
以上の隣接しないＣＨ２－基は、Ｒ２Ｃ＝ＣＲ２、Ｃ≡Ｃ、Ｓｉ（Ｒ２）２、Ｇｅ（Ｒ２

）２、Ｓｎ（Ｒ２）２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、Ｃ＝Ｓｅ、Ｃ＝ＮＲ２、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ２）、
ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲ２、Ｏ、Ｓ又はＣＯＮＲ２で置き換えることができ、かつ、その際、
一つ又は二つ以上のＨ原子が、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＣＦ３又はＮＯ２で
置き換えることができ、又は、それぞれが、一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されるこ
とができる、５～６０個の芳香族の環原子を有する芳香族又はヘテロ芳香族の環系、又は
、一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができる、５～６０個の芳香族の環原子
を有するアリールオキシ基又はヘテロアリールオキシ基、又は、一つ又は二つ以上の残基
Ｒ２で置換されることができる、１０～４０個の芳香族の環原子を有するジアリールアミ
ノ基、ジヘテロアリールアミノ基又はアリールヘテロアリールアミノ基、又は、これらの
系の組み合わせ、又は、酸触媒架橋法、熱架橋法又はＵＶ架橋法により架橋できる、架橋
可能な単位であり、その際、二つ又は三つ以上のこれらの置換基Ｒ及びＲ’はまた、互い
に単環式、多環式、脂肪族、芳香族及び／又はベンゾ縮合環系を形成することもでき、
Ｒ２は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ
、Ｎ（Ｒ３）２、ＣＮ、ＣＦ３、ＮＯ２、ＯＨ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ３、ＣＯ（ＮＲ３）

２、Ｓｉ（Ｒ３）３、Ｂ（ＯＲ３）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ３、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ３）２、Ｓ（＝
Ｏ）Ｒ３、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ３、ＯＳＯ２Ｒ３、１～４０Ｃ原子を有する線状のアルキル基
、アルコキシ基又はチオアルコキシ基、又は、２～４０Ｃ原子を有する線状のアルケニル
基又はアルキニル基、又は３～４０Ｃ原子を有する分岐状又は環状のアルキル基、アルケ
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ニル基、アルキニル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基であり、それぞれ、一つ又は
二つ以上の残基Ｒ３で置換されることができ、その際、一つ又は二つ以上の隣接しないＣ
Ｈ２－基は、Ｒ３Ｃ＝ＣＲ３、Ｃ≡Ｃ、Ｓｉ（Ｒ３）２、Ｇｅ（Ｒ３）２、Ｓｎ（Ｒ３）

２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、Ｃ＝Ｓｅ、Ｃ＝ＮＲ３、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ３）、ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲ
３、Ｏ、Ｓ又はＣＯＮＲ３で置き換えることができ、かつ、その際、一つ又は二つ以上の
Ｈ原子が、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＣＦ３又はＮＯ２で置き換えることがで
き、又は、それぞれが、一つ又は二つ以上の残基Ｒ３で置換されることができる、５～６
０個の芳香族の環原子を有する芳香族又はヘテロ芳香族の環系、又は、一つ又は二つ以上
の残基Ｒ３で置換されることができる、５～６０個の芳香族の環原子を有するアリールオ
キシ基又はヘテロアリールオキシ基、又は、一つ又は二つ以上の残基Ｒ３で置換されるこ
とができる、１０～４０個の芳香族の環原子を有するジアリールアミノ基、ジヘテロアリ
ールアミノ基又はアリールヘテロアリールアミノ基、又は、これらの系の組み合わせであ
り；その際、これらの二つ又は三つ以上の置換基Ｒ２は、互いに、単環又は多環の芳香族
及び／又はベンゾ縮合環系を形成することもでき；
Ｒ３は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ、ＣＦ３、又は、
１～２０Ｃ原子を有する、脂肪族炭化水素残基、芳香族炭化水素残基及び／又はヘテロ芳
香族炭化水素残基であり、その際、一つ又は二つ以上のＨ原子は、Ｆ又はＣＦ３で置き換
えることができ；その際、二つ又は三つ以上の置換基Ｒ３は、互いに、単環又は多環の脂
肪族の環系を形成することもできる。）
１０．　Ｚが直接結合に等しい、上記の特徴９に記載の有機分子。
１１．　次の式Ａ＊の構造を有する化合物を有するＮ求核の求核芳香族置換基（ＳＮＡｒ
）を特徴とする、上記の特徴１～１０のいずれか一つに記載の有機分子を製造する方法。
【化５９】

（式中、Ａｒ＝５～４０個の芳香族の環原子を有する置換されたアリール基又はヘテロア
リール基であり、これは、ｍ個の同一又は異なる残基Ｒ＊及びｎ個の同一又は異なる基Ｇ
で置換され、
　その際、ｍ＋ｎは、置換可能な環原子の数と同じであり；
　その際、Ｇ＝Ｃｌ又はＦであり、及び
　その他は上記の特徴１で与えられた定義が有効である。）
１２．　前記式Ａ＊の化合物が、塩素又は、特に、フッ素で置換されたフタルイミドであ
る、上記の特徴１１に記載の方法。
１３．　前記Ａｒ基及び／又は電子供与特性を有するドナー基及び／又は式Ｃ及び／又は
Ｄの残基Ｒ’のうちの少なくとも一つを、酸触媒法、塩基触媒法、熱又は光開始剤の存在
下又は不存在下でのＵＶ架橋方法によって、又はマイクロ波照射によって架橋可能な、ク
リック反応のためのオキセタン、アジデン及びアルキネン、並びに次のアルケン誘導体か
らなる群から選択される、少なくとも一つの架橋可能な単位で置換する工程をさらに有す
る、上記の特徴１１又は１２に記載の方法。
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【化６０】

１４．　上記の特徴１～１０のいずれか一つに記載の有機分子の、真空蒸着法によって、
又は溶液から製造される光電子デバイスにおけるエミッタ又はアブゾーバーとしての使用
。
１５．　上記の特徴１～１０のいずれか一つに記載の有機分子を有する光電子デバイス。
１６．　上記の特徴１～１０のいずれか一つに記載の有機分子が使用される、光電子デバ
イスの製造方法。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１】
　式Ｄの構造を有する有機分子。

【化１】

（式中、
アリール環の少なくとも一つのＲは、ドナーＤであり、該ドナーＤは、次の式Ｉの構造を
有する。
【化２】

（式中、
Ａ及びＢ＝互いに独立して、ＣＲＲ’、ＣＲ、ＮＲ、Ｎからなる群から選択され、その際
、ＡとＢとの間には、単結合又は二重結合が存在しており、そして、ＢとＺとの間には単
結合又は二重結合が存在している；
Ｚ＝直接結合又は二価の有機架橋であり、これは、置換された又は置換されていないＣ１
－Ｃ９－アルキレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルケニレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルキニレン基又は
アリーレン基又はこれの組み合わせ、－ＣＲＲ’、－Ｃ＝ＣＲＲ’、－Ｃ＝ＮＲ、－ＮＲ
－、－Ｏ－、－ＳｉＲＲ’－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、Ｏで中断された
、置換された又は置換されていないＣ１－Ｃ９－アルキレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルケニレ
ン基、Ｃ２－Ｃ８－アルキニレン基又はアリーレン基、フェニル単位又は置換されたフェ
ニル単位であり、その際、波線は、それを介してドナーＤが式Ｄのフェニル環に結合する
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位置を示し；）
　その際、Ｒ＊、Ｒ及びＲ’は、それぞれ、いずれの場合においても、同一又は異なって
、Ｈ、重水素、アジド（Ｎ３

－）、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、Ｎ（Ｒ２）２、ＣＮ、ＣＦ３、
ＮＯ２、ＯＨ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ２、ＣＯ（ＮＲ２）２、Ｓｉ（Ｒ２）３、Ｂ（ＯＲ２

）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ２、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ２）２、Ｓ（＝Ｏ）Ｒ２、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ２、Ｏ
ＳＯ２Ｒ２、１～４０Ｃ原子を有する線状のアルキル基、アルコキシ基又はチオアルコキ
シ基、又は、２～４０Ｃ原子を有する線状のアルケニル基又はアルキニル基、又は、３～
４０Ｃ原子を有する分岐状又は環状のアルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アルコ
キシ基又はチオアルコキシ基であり、それぞれ一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換される
ことができ、その際、一つ又は二つ以上の隣接していないＣＨ２－基は、Ｒ２Ｃ＝ＣＲ２

、Ｃ≡Ｃ、Ｓｉ（Ｒ２）２、Ｇｅ（Ｒ２）２、Ｓｎ（Ｒ２）２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、Ｃ＝Ｓ
ｅ、Ｃ＝ＮＲ２、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ２）、ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲ２、Ｏ、Ｓ又はＣＯＮＲ２で
置き換えることができ、かつ、その際、一つ又は二つ以上のＨ原子は、重水素、Ｆ、Ｃｌ
、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＣＦ３又はＮＯ２で置き換えることができ、又は、それぞれが一つ又
は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができる、５～６０個の芳香族の環原子を有する
芳香族又はヘテロ芳香族の環系、又は、一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることが
できる、５～６０個の芳香族の環原子を有するアリールオキシ基又はヘテロアリールオキ
シ基、又は一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができる、１０～４０個の芳香
族の環原子を有するジアリールアミノ基、ジヘテロアリールアミノ基又はアリールヘテロ
アリールアミノ基、又はこれらの系の組み合わせ、又は、酸触媒架橋法、熱架橋法又はＵ
Ｖ架橋法により架橋できる、架橋可能な単位であり、その際、これらの二つ又は三つ以上
の置換基Ｒ及びＲ’はまた、互いに単環式、多環式、脂肪族、芳香族及び／又はベンゾ縮
合環系を形成することもでき、
Ｒ２は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ
、Ｎ（Ｒ３）２、ＣＮ、ＣＦ３、ＮＯ２、ＯＨ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ３、ＣＯ（ＮＲ３）

２、Ｓｉ（Ｒ３）３、Ｂ（ＯＲ３）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ３、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ３）２、Ｓ（＝
Ｏ）Ｒ３、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ３、ＯＳＯ２Ｒ３、１～４０Ｃ原子を有する線状のアルキル基
、アルコキシ基又はチオアルコキシ基、又は、２～４０Ｃ原子を有する線状のアルケニル
基又はアルキニル基、又は３～４０Ｃ原子を有する分岐状又は環状のアルキル基、アルケ
ニル基、アルキニル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基であり、それぞれ、一つ又は
二つ以上の残基Ｒ３で置換されることができ、その際、一つ又は二つ以上の隣接していな
いＣＨ２－基は、Ｒ３Ｃ＝ＣＲ３、Ｃ≡Ｃ、Ｓｉ（Ｒ３）２、Ｇｅ（Ｒ３）２、Ｓｎ（Ｒ
３）２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、Ｃ＝Ｓｅ、Ｃ＝ＮＲ３、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ３）、ＳＯ、ＳＯ２、
ＮＲ３、Ｏ、Ｓ又はＣＯＮＲ３で置換されることができ、かつ、その際、一つ又は二つ以
上のＨ原子は、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＣＦ３又はＮＯ２で置換されること
ができ、又は、一つ又は二つ以上の残基Ｒ３で置換されることができる、５～６０個の芳
香族の環原子を有する芳香族又はヘテロ芳香族の環系、又は一つ又は二つ以上の残基Ｒ３

で置換されることができる、５～６０個の芳香族の環原子を有するアリールオキシ基又は
ヘテロアリールオキシ基、又は、１０～４０個の芳香族の環原子を有する、一つ又は二つ
以上の残基Ｒ３で置換されることができる、ジアリールアミノ基、ジヘテロアリールアミ
ノ基又はアリールヘテロアリールアミノ基、又は、これらの系の組み合わせであり；その
際、二つ又は三つ以上のこれらの置換基Ｒ２は、互いに、単環又は多環の芳香族及び／又
はベンゾ縮合環系を形成することもでき；
Ｒ３は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ、ＣＦ３、又は、
１～２０Ｃ原子を有する、脂肪族炭化水素残基、芳香族炭化水素残基及び／又はヘテロ芳
香族炭化水素残基であり、その際、一つ又は二つ以上のＨ原子は、Ｆ又はＣＦ３で置き換
えることができ；その際、二つ又は三つ以上の置換基Ｒ３はまた、互いに、単環又は多環
の脂肪族の環系を形成することもでき、そして
Ｒ’’は、Ｒと同じ意味を有するか、又は、式Ｄの同一又は異なる単位が結合する有機架
橋であり、それを介して、それにより、二量体系が形成される。）
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【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項５】
　式Ｉの電子供与特性を有するドナー基が、次の式ＩＩの構造を有する、請求項１～４の
いずれか一つに記載の有機分子。
【化５】

（式中、
Ｚ＝直接結合又は二価の有機架橋であり、これは、置換された又は置換されていないＣ１
－Ｃ９－アルキレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルケニレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルキニレン基又は
アリーレン基、又はこれらの組み合わせ、－ＣＲＲ’、－Ｃ＝ＣＲＲ’、－Ｃ＝ＮＲ、－
ＮＲ－、－Ｏ－、ＳｉＲＲ’－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、Ｏで中断され
た置換された又は置換されていないＣ１－Ｃ９－アルキレン基、Ｃ２－Ｃ８－アルケニレ
ン基、Ｃ２－Ｃ８－アルキニレン基又はアリーレン基、フェニル単位又は置換されたフェ
ニル単位であり、
　その際、波線は、Ｄの結合位置を示し；
　それぞれのＲ及びＲ’は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、
Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、Ｎ（Ｒ２）２、ＣＮ、ＣＦ３、ＮＯ２、ＯＨ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ
２、ＣＯ（ＮＲ２）２、Ｓｉ（Ｒ２）３、Ｂ（ＯＲ２）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ２、Ｐ（＝Ｏ）
（Ｒ２）２、Ｓ（＝Ｏ）Ｒ２、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ２、ＯＳＯ２Ｒ２、１～４０Ｃ原子を有す
る線状のアルキル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基、又は２～４０Ｃ原子を有する
線状のアルケニル基又はアルキニル基、又は、３～４０Ｃ原子を有する分岐状又は環状の
アルキル基、アルケニル基、アルキニル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基であり、
それぞれ、一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができ、その際、一つ又は二つ
以上の隣接しないＣＨ２－基は、Ｒ２Ｃ＝ＣＲ２、Ｃ≡Ｃ、Ｓｉ（Ｒ２）２、Ｇｅ（Ｒ２

）２、Ｓｎ（Ｒ２）２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、Ｃ＝Ｓｅ、Ｃ＝ＮＲ２、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ２）、
ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲ２、Ｏ、Ｓ又はＣＯＮＲ２で置き換えることができ、かつ、その際、
一つ又は二つ以上のＨ原子が、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＣＦ３又はＮＯ２で
置き換えることができ、又は、それぞれが、一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されるこ
とができる、５～６０個の芳香族の環原子を有する芳香族又はヘテロ芳香族の環系、又は
、一つ又は二つ以上の残基Ｒ２で置換されることができる、５～６０個の芳香族の環原子
を有するアリールオキシ基又はヘテロアリールオキシ基、又は、一つ又は二つ以上の残基
Ｒ２で置換されることができる、１０～４０個の芳香族の環原子を有するジアリールアミ
ノ基、ジヘテロアリールアミノ基又はアリールヘテロアリールアミノ基、又は、これらの
系の組み合わせ、又は、酸触媒架橋法、熱架橋法又はＵＶ架橋法により架橋できる、架橋
可能な単位であり、その際、二つ又は三つ以上のこれらの置換基Ｒ及びＲ’はまた、互い
に単環式、多環式、脂肪族、芳香族及び／又はベンゾ縮合環系を形成することもでき、
Ｒ２は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ
、Ｎ（Ｒ３）２、ＣＮ、ＣＦ３、ＮＯ２、ＯＨ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ３、ＣＯ（ＮＲ３）

２、Ｓｉ（Ｒ３）３、Ｂ（ＯＲ３）２、Ｃ（＝Ｏ）Ｒ３、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ３）２、Ｓ（＝
Ｏ）Ｒ３、Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ３、ＯＳＯ２Ｒ３、１～４０Ｃ原子を有する線状のアルキル基
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、アルコキシ基又はチオアルコキシ基、又は、２～４０Ｃ原子を有する線状のアルケニル
基又はアルキニル基、又は３～４０Ｃ原子を有する分岐状又は環状のアルキル基、アルケ
ニル基、アルキニル基、アルコキシ基又はチオアルコキシ基であり、それぞれ、一つ又は
二つ以上の残基Ｒ３で置換されることができ、その際、一つ又は二つ以上の隣接しないＣ
Ｈ２－基は、Ｒ３Ｃ＝ＣＲ３、Ｃ≡Ｃ、Ｓｉ（Ｒ３）２、Ｇｅ（Ｒ３）２、Ｓｎ（Ｒ３）

２、Ｃ＝Ｏ、Ｃ＝Ｓ、Ｃ＝Ｓｅ、Ｃ＝ＮＲ３、Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ３）、ＳＯ、ＳＯ２、ＮＲ
３、Ｏ、Ｓ又はＣＯＮＲ３で置き換えることができ、かつ、その際、一つ又は二つ以上の
Ｈ原子が、重水素、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、ＣＮ、ＣＦ３又はＮＯ２で置き換えることがで
き、又は、それぞれが、一つ又は二つ以上の残基Ｒ３で置換されることができる、５～６
０個の芳香族の環原子を有する芳香族又はヘテロ芳香族の環系、又は、一つ又は二つ以上
の残基Ｒ３で置換されることができる、５～６０個の芳香族の環原子を有するアリールオ
キシ基又はヘテロアリールオキシ基、又は、一つ又は二つ以上の残基Ｒ３で置換されるこ
とができる、１０～４０個の芳香族の環原子を有するジアリールアミノ基、ジヘテロアリ
ールアミノ基又はアリールヘテロアリールアミノ基、又は、これらの系の組み合わせであ
り；その際、これらの二つ又は三つ以上の置換基Ｒ２は、互いに、単環又は多環の芳香族
及び／又はベンゾ縮合環系を形成することもでき；
Ｒ３は、いずれの場合においても、同一又は異なって、Ｈ、重水素、Ｆ、ＣＦ３、又は、
１～２０Ｃ原子を有する、脂肪族炭化水素残基、芳香族炭化水素残基及び／又はヘテロ芳
香族炭化水素残基であり、その際、一つ又は二つ以上のＨ原子は、Ｆ又はＣＦ３で置き換
えることができ；その際、二つ又は三つ以上の置換基Ｒ３は、互いに、単環又は多環の脂
肪族の環系を形成することもできる。）
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